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2013年5月21日（カリフォルニア州ミルピタス発）― フラッシュメモリーストレージソリューションで世界をリードするサンディス
クコーポレーション（NASDAQ: SNDK）は本日、業界最先端の1Yナノメートル（nm）プロセス技術に基づくフラッシュメモリー製
品の顧客向けサンプルの出荷を開始したことを発表しました。 
 
1Ynmプロセス技術は19nm製造技術の第2世代となるもので、サンディスクは半導体製造におけるこの大きな技術革新によ
り、メモリーセルのサイズを19nm x 26nmから19nm x 19.5nmへと25%縮小しました。今後もさらに小型でパワフルなフラッシュ
メモリー製品の開発で業界をけん引します。 
 
サンディスクの第2世代19nmメモリーダイでは、高度なプロセス技術やセル設計ソリューションなど、これまでで最も洗練され
たフラッシュメモリー技術ノードが使用されています。サンディスク独自のプログラミングアルゴリズムとマルチレベルデータ
ストレージ管理スキームを持つABL（オールビットライン）アーキテクチャにより、パフォーマンスや信頼性に妥協のないMLC
（マルチレベルセル）NANDフラッシュメモリーチップの生産が可能となります。さらに、第2世代19nm製造技術にサンディスク
の3ビット／セル（x3）テクノロジーを適用し、可能な限り低コストのフラッシュソリューションを提供し、拡大する様々なフラッ
シュメモリーのエンドマーケットに対応します。 
 
フラッシュメモリーチップで使われる回路を微細化する最新の技術革新によって、サンディスクはフラッシュメモリーの容量を
さらに高めながら、製造コストを抑えることができました。この高度な製造技術を通じて、世界中の消費者や企業は、より大
容量で小型のサンディスクのフラッシュメモリーチップを携帯電話、タブレット、クライアントやエンタープライズ向けソリッドス
テートドライブ（SSD）やコンシューマー製品で利用できるようになります。 
 
■サンディスクについて 
フラッシュメモリーカードで世界をリードしているサンディスクコーポレーションは、研究開発、製品設計、製造から消費者向
けブランド構築、OEMならびにリテール販売に至るまでトータルに手がけています。1988年から、サンディスクはフラッシュメ
モリーやストレージシステム技術での技術革新によりお客様に斬新で変化するデジタルエクスペリエンスを提供してきまし
た。サンディスクの製品ラインナップは、フラッシュメモリーカードをはじめ、携帯電話、タブレット、デジタルカメラ、およびデジ
タルビデオカメラ、デジタルオーディオプレイヤー等のコンシューマー機器に使われる組み込みソリューション、USBフラッ
シュメモリー、コンピューター用のソリッドステートドライブ(SSD）など多岐にわたります。サンディスクの製品は世界中の個人
のお客様やエンタープライズ顧客に使われています。 
サンディスク（www.sandisk.com）は、シリコンバレーを本拠地とするS&P500採用企業であり、売上の50％以上は米国以外の
市場が占めています。サンディスク株式会社は、東京に本社を置き、大船、四日市にオフィスがあり、日本での営業・マーケ
ティング業務拠点ならびにNANDフラッシュメモリーの開発・製造を行っています。 
 
© 2013 SanDisk Corporation. All rights reserved.  
サンディスクはサンディスクコーポレーションのトレードマークであり、米国その他の国で登録されています。 
本リリース内で記述されている他のブランド名は識別の目的で記されたものであり、それぞれの登録者のトレードマークで
ある場合があります。 
 
本リリースにはアプリケーションおよび機能、プロダクトカテゴリ、ライセンスアグリーメントや顧客など、将来の見通しに関す
る記述がありますが、これは現時点での予想に基づく予測であり、様々なリスクの起因により、不正確になる可能性があり
ます。将来の見通しに関する記述が不正確となることを起因するリスクには以下が含まれますが、それらに限定されるもの
ではありません。そのリスクには製品が市場の需要が期待より低い、製品が期待通りの容量、テクノロジーもしくはフォーム
ファクターで入手可能とならない、製品が期待通りの性能を発揮しない、書式10-K及び書式10-Qに基づく四半期業績報告
を含めた有価証券及び株式取引委員会へ提出の書類と報告書に随時詳細が記される他のリスク類がありますが、それら
に限定されるものではありません。尚、サンディスクは本リリースに含まれる情報を更新する予定はございません。 

 

 

 

＜本件に関する報道関係の方のお問い合わせ＞ 

 サンディスク株式会社 広報担当：羽田野（はたの） 

 TEL：03-4334-7102 FAX：03-5463-2013 

 

 ブルーカレント・ジャパン株式会社 サンディスク広報担当：岡（おか）、山﨑（やまざき） 

 TEL:03-6204-4141 FAX:03-6204-4142 

 E-mail:SanDisk_pr@bluecurrentgroup.com 
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